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研究速報 静注用 nitrOglycerinの十二指腸乳頭括約筋におよぼす影響
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目的 !Nitroglycerin(以下 NTG)は 血管拡張作用

があり,心 血管系の治療薬として,広 く臨床に利用さ

れている。一方,NTGは 正常乳頭括約筋に対して,地

緩作用のあることが臨床的に知られている。 し たがっ

て,教 室で従来より行ってきた薬物負荷胆道内圧検査

にこの NTGを 使用し,総 胆管結石症例での乳頭部機

能を評価することは,下 部胆道負荷手術の適応決定の

一助となりうる可能性が考えられる。今回はまず,

NTGの 正常乳頭括約筋におよばす影響を知ることを

目的として,NTG投 与下に乳頭部機能検査を施行し

たので報告する。

対象 :胆嚢内に病変が限局している患者20人 (胆襲

結石18人,胆 嚢ポリープ2人 )で ある。患者は本検査

の主旨の説明を受け,承 諾したものに限った。

方法 : ( 1 ) N T C の投 与 方法 ; ① l 回 静 注 法 t

NTGO.2mg One shot静 注。②点滴静注法 !NTGO.5

″g/kg/min,10分問点滴静注。(2)検査項目;①胆道

内圧 (濯流量 3m1/min)の 測定 (1回 静注法9例,点

滴静注法 5例)。② lnfusiOn systemを用いた乳頭筋運

動の測定(1回静注法 3例).③ ビデオレコーダーによ

る乳頭筋運動の観察 (1回 静注法 3例)。

結果 :①胆道内圧の測定 :5 mmH20以 上の胆道

内圧の低下を有意の低下とした場合, 1回静注法では

NTG投 与後0.94±0,39分で低下し始めた. 2分 30秒

後に低下は最大 となり,投 与前値 より43.8±27.4

1111nH20低下した。以後胆道内圧は徐々に回復し,投

与10分後には投与前値より14±22.9mmH20の 低下

まで回復した.点滴静注法では,点滴開始後1.9±0.97

分で低下し始めた。点滴開始後 3分まで胆道内圧は低

下し,以 後 NTG投 与中10分まで13～18mmH20の 低

下値を保って推移した。② lnfusion systemを用いた

乳頭筋運動の測定 :NTG one shot静注後 1分30秒前
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図 InfusiOn systemを用いた乳頭筋運動の測定 (1

回静注法)

後で乳頭筋の運動を示す波形は消失した。以後 8分 間

観察を続けたが,波 形の出現は全く認められなかった

(図)。③ ビデオレコーダーによる乳頭筋運動の観察 :

NTG one shot静 注 1分後には乳頭括約筋の律動的な

運動は次第に弱まり, 2分 後までに乳頭筋の運動は完

全に消失し,弛 緩した状態で停止した。

考察 :教室では従来より,胆 道末端部の機能評価を

目的として,可 変式負荷胆道内圧測定法を考案し,そ

の測定結果をもとに総胆管結石症の手術術式を決定し

てきた'。とくに,乳 頭機能異常症例に対して,ベ ンタ

ゾシンおよびブスコパンを用いた薬物負荷胆道内圧を

測定し,乳 頭部の機能的および器質的異常の鑑別に役

立てている。今回の検討により,NTGは 正常乳頭括約

筋に対し,そ の生理的な律動的運動を弛緩した状態で

停止させる作用があり,そ の結果胆道内圧は低下する

ものと考えられた。したがって,NTGを 利用した薬物

負荷胆道内圧預J定は,乳 頭機能異常症例の乳頭部機能

を評価するのに有用であると考えられた。
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